蓮美小夜曲
　
　
龍之介＃３２
　
　
　蓮美台学園、管理棟屋上。校舎へとつながる扉が開く音に、夜景を眺めていた結が振り向く。
「ここにいたんだ？」
　白衣に手を入れたまま、ヒールの低い室内履きの靴底をコツコツと鳴らしながら歩いていく。その姿をチラッとだけ見た結は、その目をまた蓮美市街へと戻した。
「何してたの？」
　結の隣に並んだ恭子は、屋上の手すりに肘を乗せ、同じ景色を眺めながら話しかける。
「これといって特には……」
「そっかそっか」
　胸の辺りから返ってきた答えに、恭子は満足そうに微笑んだ。
　
　
　結の服は、教壇に立つ際によく身にまとっていた、紫色のワンピース。そういえば、初めて教師として登校した時もこの服を着ていた。あの日から、もう一年が経とうとしている。
（まさか、教師としての結が一年で見納めになっちゃうとはねぇ……）
　オペレーション・サンクチュアリの開始当初からこの時代にいる結だったが、未来からの移住にようやく目処がつき、生活のほとんどを時計塔で送る生活から脱することが出来たのが一年前。いきいきと教師という職業に取り組んでいた彼女だったが、この秋にワクチンが完成し、現代社会には有益すぎる情報を持っているが為に、未来への帰還を余儀なくされた。
　言葉にこそ出さなかったが、もう一年、せめて担任をした生徒達が卒業するまではと、結も願っていた様子だった。しかし、この現代から未来へと戻る者も多く、今後は時空転移装置の責任者としての結は多忙を極める。とても、教師を続けることは出来そうになかった。
　恭子はもう一度、自分の横に立つ親友を見た。この一年、名実ともに同僚となった彼女との、様々な思い出が呼び起こされる。保健室での雑談、二人で、時には久住直樹と三人で行ったドライブ。研究のことで言い合いになったのも、今となっては想い出の一つだ。
　そして、先日。終業式後に開かれた、有志によるお別れ会。先に事情を知っていた直樹、美琴、ちひろが中心となって計画し、担任だった２―Ｂの生徒を始め、多くの学生が彼女との別れを惜しんだ。恭子は直接参加はしなかったが、その会が終わった後の、目を腫らしながら笑っていた親友の顔が、強く印象に残っている。
　
　遠く、眼下に広がる蓮美市の中心街を眺める。ほとんどのビルに灯りが煌々と灯り、一帯が白く煙っているようだ。
「いい街よね」
「いい街でしたね」
　結は明日の午前中に、未来へと帰還する。それ以後は、向こう側から転移装置を操り、未来への帰還作業を進めることになっている。今夜ここにいたのは、最後にこの街をじっくり見ておこう、そんな思いもあるのだろう。
「恭子は……」
　視線を上げた結が、そこまで言って言葉を切る。
「こっちに残るわ」
　結の目を見ながら、恭子が答える。
「久住がいる、ここに残る」
　十月、一度未来に行った際にも訊かれたことだ。その時も今も、引き留めよう、一緒に未来に戻ろう、という意図は感じられなかった。卒業後の進路をどうするのか、という問いに似た、確認のような質問。どちらにしても、「分かりました」と結は頷くだけだろう。でもその奥に、親友としての本音が、この屋上の花壇に少しずつ咲き始めた花から香るかすかな匂いのように、すけて見えていた。
　恭子としても、辛いのに違いはなかった。長い間苦楽を共にした仲間とこの年で離ればなれにならなくてはいけないことに、恭子も胸を痛めていた。だが、自分が大切に思い、自分を大切に思ってくれる恋人、久住直樹と離れることは、それ以上に絶えられないことだった。
　
　視線を、市街地からこちら側に戻す。蓮華寮が目に入った。灯りの点いてる部屋はおよそ半分ほどだ。今は丁度、卒業生が去り、新入生が引っ越して来始めている頃だ。まだ空室もあり、引っ越して荷解きをしている生徒は疲れから早めに寝てしまう。そんな時期だ。
　恭子の方も、実は「結をもう一年か二年、こちらにいさせられないか」と玲に掛け合ったことがある。教職は辞さなくてはならないにしても、転移装置は現代側からも操作は可能なのだ。だが、訊く前から分かっていたことではあるが、答えはノー。生徒に見つかる可能性等、リスクは可能な限り避ける、というのが玲の判断だった。
　そうしたやり取りを経て、結本人には「帰らないで」と一言も言うことなく、恭子も無二の親友と別れる覚悟を決めていった。
　
「初めて……ここに来た時……」
　恭子が口を開く。結が、ゆっくりと視線を恭子に向ける。
「この夜景に凄いビックリしたっけ……」
　社会全体が瀕死の状態だった未来。電力を供給するシステムそのものは現代よりも遙かに進んでいたが、それを運用する人間も、利用する人間も少なくなる一方。夜に灯りを灯すのは医療機関や研究施設がほとんどで、『夜景』という言葉自体が死語になりかけていた。
「不思議だったなぁ。夜にあんなに人が出歩いて、みんな楽しそうで、広告を夜の間ずっと照らしてたり、木々や建造物をライトアップしてたり……夢でも見てるんじゃないかと思ったわ」
「私も、驚きました」
　未だ灯りの衰えない市街地を、二人で眺める。
「未来のこと、頼んだわ」
　夜に浮かび上がる夜景と、その上空の星空を同時に見ながら、去りゆく友に願いを託す。
「ええ、これ以上の夜景に……きっと、きっとしてみせます」
　同じ景色をその目に映しながら、結の脳内には別の像が結ばれつつあるのだろう。華々しく、人の笑顔が絶えない街。誰もが夢見た、あるべき未来の姿。
　
　
「結……」
　身体を、彼女に向ける。今夜別れたら最後、結と会話を交わす機会はない。春休み中とはいえ、恭子は養護教諭としての仕事があり、結は朝から自分自身の帰還のために忙しく動き回らなくてはならない。
　抱き締めたかった。きつく、ぎゅっと。何も言わなくても、そうやって最後の時を惜しみたかった。
　だが、それは出来ない。恭子も、結も、言ってしまえばお互いの心を乱し、決意を揺らがせ、未練を残す、そんな言葉を言わずに我慢している。強がりは、最後まで貫き通さなくてはならない。
　夜風が、二人の頬を撫でる。
「少し……冷えるわね」
　本格的な春はもう少し先だ。風の色からは冬が抜けきってはいない。
「コーヒーでもどう？　とびっきり美味しいの、淹れてあげる」
「はいっ！」
　結の幼い声が屋上に響く。
　恭子は白衣のポケットに手を入れ、夜空を見上げながら、結に背を向けて歩き出した。
　
平成二十二年十月十日
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